
◎ 国語部門 
 
１ 行事及び内容 

(１)研究委員会 

①第１回研究委員会：６月１３日（月) 

・事業計画   ・文集「あまくさ」第５５集の編集方針と募集要項の検討 

・研究発表会の検討 

②国語部門研修会：８月４日（木） 

③第１回文集「あまくさ」審査会：１２月２７日（火) 

・編集までの日程と審査基準の確認および審査   ・入賞者名簿作成  

※学校図書館教育部門と合同 

④第１回文集「あまくさ」編集委員会：１月５日（木) 

・審査反省および入賞者名簿の作成 

⑤第２回文集「あまくさ」編集委員会及び第２回研究委員会：１月２４日（火） 

・第５６集の校正、点検  ・年間反省   ・次年度へ向けて 

⑥第３回文集「あまくさ」編集委員会：１月３１日（月） 

 ・第５６集の最終点検、編集の反省 

～その他の活動～ 

※小学校県文集「ゆめ」天草郡市審査会：１０月２７日（木） 

 

 (２)本年度の国語部門研修会について 

研究テーマ「生きて働く言葉の担い手が育つ国語科授業の創造」のもと、８月４日（木）に天

草教育会館において、以下の内容で研究発表会を実施した。 

〇講話及び演習  

   講師：熊本県立教育センター 下中一平 指導主事 

※参加者：小学校４０名， 中学校２３名 

 

２ 成果と課題 

   本年度は人数制限をせずに（コロナ禍における会場定員内で）対面での研修会を実施した。久々

に多くの参加者があった。できるだけ近隣校の小中学校の先生方を同じグループとしてワークシ

ョップ形式での研修とした。 

   下中一平指導主事からは、「熊本の学び推進プラン」をもとに、「熊本の学び」の理念と学習構想

案、指導方法について詳しく説明していただいた。学習構想案を書くことが目的ではなく、「問い

を発し、課題に主体的に立ち向かい、学びを深める熊本の子供」にしていくことを目的として授業

改善をする必要があること等を学ぶことができた。参加者からは、高評価であった。 

 文集「あまくさ」第５６集は、学校図書館部門の先生方との合同審査を経て今年度も無事発行す

ることができた。審査に協力していただいた先生方に感謝したい。各校の作文指導に活用していた

だければ幸いである。 

 


